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 Figure 1-1初婚年齢の推移 
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 Figure1- 2 初産年齢の推移 （数値は年齢） 














































第２節  社会経済的・文化的変動と家族形成の変動に関する研究の 
     動向と問題点 
 
1. 晩婚化・未婚化・少子化と社会経済的変動 





























 家族変動が進んだ期間の社会経済的状況に目を向けると,戦前から 1950 年代半ばまで,我
が国の産業は農業などの第一次産業が中心で,多くの女性は家族従業者として働いていた。






して働く割合は,1955 年には 10.0 ％に満たなかったのに対し 1980 年には 31.8 ％と大き
く上昇し,1975 年の国際婦人年以降の世界的なフェミニズムの広がりの影響を受けて,「子ど
もができても職業を続けるほうがよい」とする女性が 1972 年の 11.5% から 1995 年の
32.5 ％に上昇するなど,女性が働くことへの意識が変化し始めた（経済企画庁,1997）。 
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「自分の能力・資格・技能をいかすため」は 1983 年の約15 ％から 1997 年の約25 ％に上
昇している（経済企画庁 ,1997 ）。 
 女性の社会進出と相まって女性の高学歴化も進んだ。４年制大学進学率をみると1960年に
は男性 15.4％ 女性 3.0%であったが,1960年代以降急激に増加し,1975年には男性 40.9%女
性13.0%が大学に進学し,2010年には男性56.4％女性45.2％が大学に進学している。とりわ







































































































































































































































































































































（4）Values Of Children 研究 
































































































Figure2-3  生活条件の変化による家族の価値の変動と個人主義的家族の価値に基づく 























































































































































































































第１世代 58.7(.91) 2.37(.79) 248
第２世代 39.1(.65) 2.14(.74) 235

























































因子間相関　　　　　　　　　 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５
Ｆ１ - .42 .72 .70 .73
Ｆ２ - .26 .17 .71
Ｆ３ - .53 .43
Ｆ４ - .60





















全体 60代 40代 30代 多重比較
情緒的価値 2.38(.68) 2.32(.71) 2.38(.67) 2.49(.63) 3.05 * 60代＜30代
条件依存 1.41(.47) 1.27(.38) 1.43(.46) 1.62(.53) 27.52 ** 60代＜40代＜30代
自分のため 2.98(.65) 3.00(.66) 2.91(.69) 3.07(.56) 3.09 * 60代・40代＜30代
社会的価値 2.30(.66) 2.55(.63) 2.17(.65) 2.09(.61) 32.39 ** 60代＞40代・30代
子育て支援 1.59(.53) 1.56(.55) 1.57(.51) 1.65(.52) 1.48 n.s































































































全体 60代 40代 30代 Ｆ 値 多重比較
家族一体 2.62	(.51)	 	2.77	(.51) 	2.52	(.50)	 	2.55	(.47)	 17.56 *** 60代＞40代・30代
経済共有 2.06	(.65)	 	2.26	(.70) 	1.95	(.60)	 	1.93	(.58)	 18.67 *** 60代＞40代・30代
私個人の世界 3.64	(.45)	 	3.61	(.49) 	3.69	(.42)	 	3.10	(.43)	 2.29 n.s


















年齢 母親自身のきょうだい数 夫のきょうだい数 R２  (調整済み)
情緒的価値 -.13 ** -.03 .02 .01 **
条件依存 -.26 *** -.02 .06 .06 ***
自分のための価値 -.07 .07 -.01 .00
社会的価値 .28 *** .02 -.03 .07 ***
子育て支援 -.10 * -.03 .04 .01 *
家族一体 .05 .12 ** .06 .03 ***
経済共有 .11 * .11 ** -.03 .03 ***
私個人の世界 .15 *** -.10 * -.04 .01 *


















































































































































































































































































ート群とした。コーディングは就業時間数を反映させ,無職=1 パート＝２ フルタイム＝３ 
とした。学歴は,最後に卒業した学校についてたずね,教育年数を反映させ,中学＝１ 高校＝
























二乗値も有意ではなかった(就業 χ2＝2.98 n.s)。 









高卒 短大卒 大卒 就業計
無職 26 29 101 156
フルタイム 11 20 43 74
家業手伝い 0 0 4 4
パート 14 7 10 31
自営・フリー 3 3 18 24
その他 0 0 4 4
















































因子間相関　　　　　　　　　 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ F5
Ｆ１ - .42 .71 .80 .77
Ｆ２ - .26 .33 .85
Ｆ３ - .56 .46
Ｆ４ - .62












































 GFI=.92 AGFI=.87 CFI=.86 RMSEA=.08  RMR=.04
１人 ３人 t
家族一体 2.64.(50) 2.64(.52) -.04
経済共有 2.10(.68) 2.14(.51) -.29








































 Figure 4-2子どもの価値 就業と学歴による違い 
 
職の有無 職の有無 交互作用
学歴 高卒群 大卒群 高卒群 大卒群
情緒的価値 2.62  (.57)  2.55  (.63)  2.99  (.73)  2.36  (.58) 0.46 7.51 ** 4.54 *
条件依存 1.46  (.50)  1.58  (.51)  1.50  (.46)  1.67  (.51) 0.34 1.88 0.04
自分のため 3.01	(.57)		3. 14	(.62)	 	3. 48	(.52)		2. 88	(.40) 0.78 3.85 * 9.25 **
社会的価値 2.10	(.66)		2. 14	(.59)	 	2. 41	(.77)		2. 10	(.51) 1.19 1.19 1.89
子育て支援 1.54	(.52)		1. 60	(.51)	 	2. 05	(.66)		1. 82	(.49) 11.2 ** 0.61 1.80





































学歴 高卒 大卒 高卒 大卒 F値
家族一体 2.69	(.57)	 	2. 59	(.46)		2. 80	(.39)		2. 41	(.47) .12　 5.53 * 2.23
経済共有 2.10	(.72)	 	2. 00	(.58)		2. 55	(.81)		1. 72	(.57) .45　 13.73 *** 8.31 **



























































子どもの価値 情緒的価値 条件依存 自分のための価値 社会的価値 子育て支援
ステップ 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2
学歴 -.17* -.11 .08 .11 -.11 -.05 -.07 -.01 -.06 -.05
就業 -.05 -.02 .03 .04 -.06 -.04 .01 .04 .19** .19**
家族一体 .26*** .11 .25*** .29*** .13†
経済共有 .05 -.03 -.01 .06 -.04
私個人の世界 .02 -.08 -.05 .06 .05
R２（調整済み） .02* .09*** -.00 -.00 -.01 .06** -.01 .07*** .03* .03*
注：数値は標準化係数β *p<.05   **p<.01 ***p<.001
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第４節 考 察 
 
1. 家族システムと家族構造の関連 






































































































































































































































第２節 方 法 
 

























































Table5-2  初産年齢 国と子ども数による違い 
 
 

















28.04(4.17) 1 2 3
29.83 (4.51) 27.65 (3.65) 25.72 (3.30) F値
韓国平均年齢 1 2 3 国 子ども数 交互作用







































































因子間相関 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３　Ｆ４ Ｆ５
Ｆ１ .23 .33 .37 .23



























































条件依存 .12 2.15 *
自分のための価値 -.03 -.54











代とともに低下してくる（平均値：40 歳以上群から年齢順に 1.80(.64 ), 





















日本 韓国 20代 30代 40代以上 国 世代 交互作用
情緒的価値 2.44(.66) 2.71(.65) 2.48(.65) 2.53(.64) 2.68(.70) 27.43 *** 2.55 † 1.06
条件依存 1.72(.52) 1.96(.55) 1.78(.54) 1.84(.54) 1.82(.56) 30.1 *** .38 2.20
自分のための価値 2.79(.72) 2.97(.66) 2.90(.73) 2.83(.72) 2.90(.66) 7.93 ** 1.60 .39
社会的価値 2.14(.71)  2.56(.05) 2.16(.72) 2.21(.68) 2.62(.68) 56.34 *** 34.97 *** .17
子育て支援 1.71(.60) 1.81(.62) 1.70(.06) 1.74(.60) 1.79(.63) 4.62 * .82 2.88 †



















高卒 大卒 高卒 大卒 就業 学歴 交互作用
情緒的価値 2.74(.63) 2.44(.61) 2.69(.72) 2.62(.60) .65  5.19 * 2.20
条件依存 2.07(.62) 1.89(.57) 1.88(.59) 1.83(.41) 3.29 †  2.80 † .93
自分のための価値 2.96(.71) 2.82(.72) 2.88(.70) 2.88(.70) .01 .89 .67
社会的価値 2.60(.75) 2.12(.69) 2.38(.75) 2.32(.67) .01    8.93 ** 5.75 *
子育て支援 2.14(.68) 1.74(.55) 1.82(.60) 1.64(.53)   8.32 **    16.04 *** 2.59



































































因子名(α係数) 項目内容 F1 F2 F3 F4 共通性
家族一体 10．夫婦は一心同体だ .78 .01 .01 -.08 .55
(α =.82) 23．言葉で言わなくても夫には私の気持ちがわかる .72 .11 -.02 -.00 .45
15．夫の喜びが私の喜びだ .67 -.09 -.01 .04 .43
 9．困ったときに一番頼りになるのは、なんといっても家族だ .64 -.12 .03 .20 .40
20．私の問題に一番よいアドバイスを与えてくれるのは家族だ .62 -.07 -.04 .10 .44
 1．夫が言わなくても、夫の気持ちがわかる .53 .15 -.06 -.02 .27
 7．悩み事を安心して相談できるのは家族だけだ .42 .10 -.12 -.12 .27
 2．いつも一緒に行動してこそ家族だ .42 -05 .10 -.22 .26
個別化 29．私自身の生き方のために必要なお金は惜しまず使う .12 .78 -.03 .05 .43
(α =.75)  8．高額でも私にとってどうしても必要ならば、夫と意見が違っても購入する .02 .65 -.06 -.08 .28
28．自分のことや自分の将来のためにお金を使いたい .06 .59 .29 -.04 .49
21．家族と意見が違っても、自分の考えで行動する -.15 .55 -.07 .12 .38
19．家族とは別の、自分の世界を持っている -.00 .37 .07 .11 .22
個の希求 27．妻や母親として以外の生きがいが欲しい -.03 -.04 .94 .03 .59
(α =.84) 26．自分自身の個性を活かせる家族以外の世界が欲しい -.07 .11 .70 -.00 .57
生き方の個人化  4．家族のために、自分の生き方ややりたいことをあきらめることはない .07 -.05 .04 .76 .31
(α =.63)  5．私の将来を作るのは、家族の都合ではなく私自身の考えだ .03 .08 .05 .61 .33
 6．自分のやりたいことをあきらめてでも、家族の期待にこたえる .21 -.13 .13 -.35 .22
因子間相関 F1 F2 F3
F2 -.35
F3 -.30 .55




































に高かった(M=フルタイム群2.69(.58) 無職群 2.32(.62) p<.05 )。 
 





20代 30代 40代以上 日本合計
家族一体 2.55(.62) 2.40(.56) 2.41(.56) 2.43(.57)
個別化 2.31(.64) 2.42(.59) 2.45(.69) 2.41(.63)
個の希求 2.94(.80) 3.03(.80) 2.90(.81) 2.98(.80)
生き方の個人化 2.54(.68) 2.73(.57) 2.80(.57) 2.71(.60)
20代 30代 40代以上 韓国合計 国 年齢 交互作用
家族一体 3.16(.54) 3.13(.53) 3.22(.54) 3.17(.53) 272.76*** 1.51 1.31
個別化 2.54(.54) 2.40(.56) 2.23(.65) 2.33(.61) .00 1.61 6.53**
個の希求 3.08(.76) 3.18(.71) 2.80(.96) 2.99(.86) 1.05 9.44*** 2.34




*p < .05  **p <.01  ***p <.001
フルタイム 無職 フルタイム 無職 学歴 就業 交互作用
家族一体 2.80(.67) 2.73(.69) 2.76(.53) 2.98(.60) n.s. n.s. 3.39
個別化 2.45(.63) 2.19(.59) 2.78(.56) 2.43(.58) 16.05*** 18.22*** n.s.
個の希求 2.88(.71) 2.83(.75) 3.30(.70) 3.12(.67) 16.83*** n.s. n.s.
生き方の個人化 2.58(.65) 2.51(.59) 2.69(.58) 2.32(.62) n.s. 8.67** 4.03*





























































































年齢 .14 *** .06 .04 .34 *** .09 **
学歴 -.11 *** .01 -.04 -.15 *** -.04
就業 -.07 * .03 -.02 -.09 ** .02
家族一体 .32 *** .22 *** .33 *** .29 *** .13 ***
個の希求 -.04 -.04 -.07 * -.07 * -.06
個別化 -.02 .11 *** -.04 -.07 * .08 *
生き方の個人化 -.16 *** -.06 -.10 ** -.19 *** -.02
注：　*p<.05, **p<.01, ***p<.001












































































































































































































































































































































































































































































第２節 方 法 
 

















3. 調査内容  









第３節 結 果 
 
１. 結婚価値カテゴリーの生成 :分析方法 
 質的データの分析方法には様々なものがあるが,手続きが最も体系化されていることから,

























対象者 年齢 きょうだい 学歴 結婚年齢 結婚時の職業 結婚時の仕事の見通し 切片数
(調査時） 　仕事への思い
第 70a 79 3人姉妹の長女 高校 24 自営 家業を継続 47
1 家業を継ぐ責任がある
世 70b 65 兄と妹 専門学校 24 看護師 一時退職しても復帰可能 30
代 ずっと働ける職場
第 50c 52 兄と妹 大学 26 一般職 子育て一段落後に再就職 41
2 長く働けるし面白い
世 50d 52 2人姉妹の長女 大学 25 一般職 専業主婦 43
代 長くやる仕事ではない
50e 59 兄2人姉1人 大学 29 一般職 子育て一段落後に再就職 63
長く働けるし面白い
50f 56 なし 大学 27 一般職 専業主婦 52
同僚も後輩も寿退社
第 20g 26 なし 大学 24 一般職 子育て一段落後に再就職 80
3 仕事を変わりたい
世 20h 29 姉 大学 27 一般職 子育て一段落後に再就職 39
代 今やめても惜しくない
30i 31 妹 大学院 28 専門職 結婚出産後も継続 34
やっとここまできた
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これ以降, [ ]はＣ・Ｇを示し『  』はカテゴリー「  」はサブカテゴリ ,ー 


















































































































































Table7-4 第１−３世代の結婚の価値カテゴリ  ー
 
C・G カテゴリー サブカテゴリーと発言者 概念ラベルの例と発言者
安定した関係 信頼に基づく安定した関係 70a 真面目でよく働く
情緒的価値 70a 50e 安定した関係がもてる
50c  50e50f 50c 安心できる関係がもてる
20g 20h 50e 信頼できる関係がもてる
20g 結婚生活が破綻しなさそう・浮気をしなさそう
20h 長続きする関係
頼れる人ができる 頼りがいがある人に頼れる 50f 頼りがいがあって安心・守られて生きられる
50c 50d  50f 50d 引っ張って行ってくれる
二人で支え合える 50e 二人で支え合える
50d 50e 50d 一人で生きていくのは大変
結婚できないと将来孤独 20g 一人っ子なので両親が死んだら一人になる
50f 20g 50f 一人っ子なので結婚できないと将来孤独
姑にいじめられる不安 70a 姑にいじめられる不安
居心地のよさ 居心地よく楽しい 20h 自然な自分でいられる
50c 居心地がいい
50c 50e 50e 一緒にいて楽しい
20g 20h 30i 20h 好きすぎると疲れるから結婚できない
20g 自分の家族と似た雰囲気
20h 相手が自分の友達とも仲良くできる
結婚による経済的安定 女性には経済力がない 70a 女性は長くは働けない
経済的基盤 70a 生活の安定が優先




50c 50e 50f 50e 一流企業に勤めていた
20g 20h 30i 20h 正社員だからアルバイトよりはいい
経済的自立 70b 70b 一生一人でも食べていける
経済的責任の共有 20g 何かの時には自分も働いて家族を支える
 20g 20h 30i 30i 二人で働いて家計を成り立たせる
自分の家庭を築ける 70b 自分の家族を作れる
70b 50d 自分の家族を築き上げていく
50c 50d 50e 50f 50c 相手が親から自立している
30g 30h 50e 問題があっても積み上げていく生活
子どもを持てる 子どもを産む役割 70a 子どもを産むのは女性の役割
70a 男子を産む価値
子育てを経験したい
50c 50f 50c 子どもを持ちたい
20g 20h 20g 子育てがしたい
家庭役割を持つ 家事育児は女性の役割 70a 家事育児を女性がやるのは当然
70b 50f 50f 家事育児は自分が引き受ける
家事育児は自分が引き受ける 50d 家族を支えることが自分のステイタス
50d  50e 20g 20h 50e いずれは家事は自分がメインでやっていく
20h 家事育児を自分が引き受けることにポジティブ
経験と成長 家事育児は夫と分担 50c 夫は家事を自分でできる人
50c 30i 30i 家事・育児は分担
新しい生活・経験 新しい生活・経験 70b やったことがないことはする方がいい
70b 50d 今の生活を変えられる
50d  50f 50d  新しい場所で生活できる
20g 20g 仕事を変えられる
相手の経験や成長を同一視 50d 50d 自分ができない経験を聞き疑似体験できる
生活の変化への消極的態度 70a 外に嫁に行くより実家の方が気楽
70a 50e 50e 生活に満足していて結婚で生活を変えたくない
成長の契機としての結婚 結婚・子育てで成長する 50c  50c 結婚・子育てで成長する
親のようになれる 50e 仲のいい両親のようになりたい
50c 50d 50e　50f 50c 仕事と子育てをした母のようになりたい
20g 20h 20h 仕事と子育てを両立した母が目標
親からの自立 50d 結婚で親から自立する
50d 50d 結婚で自分の経済をもてる
20h 30i 30i 結婚で実家を出られる
恋愛結婚 恋愛のゴール 50d 好きな人と一緒に生活したい
50c 50d 50e 50f 50e 相手と深く仲好くなれる
20h  30i 50d 遠距離の好きな人と一緒にいる手段
30i 相手の熱意に押された
結婚のための恋愛 50c 結婚したいという気持ちの時に周囲にいた






































































































































結婚の価値カテゴリー・グループ カテゴリー内容 子どもの価値下位尺度 項目内容











































































































協力者 結婚時の仕事 仕事の評価 将来展望 発達課題の志向性
70a 家業・家事手伝い 働くのが好きだった 家業・家事手伝い D伝統志向
70b 専門職（看護師） ずっと続けられる・やっと慣れた 未定・いつでも復帰できる A個人志向
独身の先輩が多い
50c 一般事務 楽しかったが、 子育てと仕事の両立 B模索
結婚退職が当然の職場 仕事内容は未定
50d 一般事務 つまらない仕事 無職 D伝統志向
早くやめたい
50e 英語力を活かし外資 仕事が面白かった この仕事をずっと続けると思っていた A個人志向
系企業から合弁企業 外国人も含め人間関係がいい
50f 一般事務 給料をもらうだけ 無職 D伝統志向
結婚退職が当然の職場
20g 一般事務 やりたいことはやったので、 違う仕事であっても仕事を持ち続ける B模索
今辞めても惜しくない
20h 営業 仕事が合わなくて辛い 未定・必要になるか働きたくなったら働く B模索















































発達課題の志向性 家族関係観 経済的基盤の価値 個人領域との折り合い 経験・成長の価値
70a D：伝統志向 依存 結婚による経済的安定 自由や意見が尊重される 自分の家庭を築ける
独身は充分楽しんだ 子どもを産む役割
生活の変化への消極的態度














50e A：個人志向 独立 経済的自立可能 両立した母がモデル 家事育児は引き受ける
自由や意見が尊重される 生活の変化への消極的態度
働くかどうか自分で選べる 親のようになれる

























際立つ特徴はみられなかった。しかし, 本調査協力者は, 30iを除き, 結婚・出産で一時的
にであれ就業を中断している。そのため, 『家庭役割を持つ』では30iを除き,仕事の展望に















































































































































































































































































































































































































り, 初職選択の時点で家族形成後も就労継続を予定する者は, それに見合う初職選択を行い, 
仕事から得る満足も高くなるため, 家族形成後も就労継続する場合が多い。一方, 卒業時に, 
長期的就労を予定していなかった場合でも, 仕事のやりがいなど満足感が高い場合や子育て
環境が整備されている場合などには, 継続就労の可能性があるとしている（西川, 2001）。 














































































から（脇坂, 2001）, 日本の大卒女性の労働力率の低さには, 日本独自の要因があると考え
られる。 
 日本の高学歴女性の就業率の低さの要因としては, 求職内容と求人内容とのミスマッチの
























































形成すると,  育児役割期待実現によるアイデンティティ形成の必要性がなくなるために, 相
 145 
互依存的家族関係観が相互独立的・個人主義的家族関係観へと変化し, 家族形成後の就労継

























































されている(Hoffman, Thornton & Manis,1978)。 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































し続け, 結婚・出産の時期が遅れることになる。優先順位の順序を変え, 学校卒業後, 先に
































第１節  適応戦略としての家族システムの変化 
 
1. 適応戦略としての発達課題の変化 





































2.  適応戦略としての「家族の個人化」 
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